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区域設定例（市井原地区） 

 

１． 机上調査 

１．１ 調査の範囲と測線の設定 

 

図１.１ 市井原地区 オルソフォトコンター図とＤＭ 

 

 既存の急傾斜地崩壊危険箇所（Ⅰ-978 市井原）は上の図に示す範囲である。斜面は山林であ

り、斜面下部は宅地および農地として利用されている。 

今回の基礎調査は、急傾斜地崩壊危険箇所を包括し、さらに高さ５ｍ以上の斜面の傾斜度 30°

の地形の連続性を考慮して、左右端を決定した。左端は明瞭に斜面向きが変わる地点まで、右端

は人家の立地の可能性がほとんどなくなる地点とした。 

 当箇所は、明瞭な崩壊地がなく、斜面カルテに対策工事の記録がないことから、測線は地形変

換点にまず配置し、測線間隔が２０ｍ程度となるように、地形変換点の間に測線を設定した。 

 測線の設定結果を図１.２に示す。 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-978 市井原 
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図１.２ 測線の配置と調査範囲（傾斜区分図） 

 

１．２ 上下端の設定 

 設定した測線の横断面図から傾斜が 30°以上でかつ高さ５ｍ以上の区間の下端と上端を設定

した。 

 

 

△ 下端 

■ 上端 

急傾斜地 
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図１.２ 上下端の設定 

１．３ 仮区域設定 

 現地調査の資料とするために、仮区域設定を行った。当箇所については、既往資料や砂防基盤

図によって規模のわかる対策工がないため、斜面全体が自然斜面（未対策）という前提で計算を

行った。また、土質定数についてはマニュアルの値を用いている。 

 仮区域設定であり、現地の状況が不明であることから、上端より上流、下端より下流の測線の

方向は、基本的に土石等の流下方向としている。 

図１.３ 仮区域設定結果(測線は土石等の流下方向) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 下端 

■ 上端 

□ 危害のおそれのある土地の区域 

□ 著しい危害のおそれのある土地の

区域 
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２． 現地調査 

２．１ 急傾斜地の左右端の確認 

 現地で机上設定の左右端が妥当であるかの確認を行った。左端は斜面向きが変わる地点と

しているが、現地においてもほぼ設定した位置で斜面向きが変わることが確認できた。また

右端についても、設定した地点より上流は平坦地がなく、道も途切れていることから、これ

より上流に人家が立地する可能性はほとんどないと判断した。したがって、左右端とも机上

設定の位置が妥当であると確認した。 

   

写真１ 左端付近の状況        写真２ 右端より上流側の状況 

 

２．２ 測線及び下端の確認 

（１） 測線の確認 

効果を考慮すべき対策工や、基盤図に表れていない地形変換点はなく、測線方向にも問題

がなかったため、測線の修正の必要はなかった。 

 

（２） 下端の確認 

  現地にて簡易計測を行い、下端位置の確認を行った。確認した下端位置から基盤図やオル

ソ写真に写っている地物（家屋や道路など）からの距離を計測し、図上で再現できるように

した。現地調査においては、下端位置の写真を撮影し、下端付近の状況をスケッチした。 

 図２.２、図２.３は、現地調査により確認した下端位置と、机上設定時の下端位置が異な

っている場合の例である。測線３は、ビニルハウスより約２ｍ上の平坦地のはじまる位置が、

砂防基盤図と現地で差があることによって、下端位置の変更が必要となっている。測線 15

については、道路上に平坦地があり、机上設定ではここからを急傾斜地としていたが、現地

で斜面の連続性等と道路上の平坦地の規模を確認した結果、道路脇を下端位置としたもので

ある。 

 

 

左端 
測線位置より上
流は斜面となっ

ている 

測線方向 
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図２.１ 下端位置の確認結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.２ 机上設定と本設定の下端（測線３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 下端（現地調査） 

△ 下端（机上調査） 

■ 上端 

下端 

砂防基盤図 

の断面 

下端 

机上設定時 

の下端 
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図２.３ 机上設定と本設定の下端（測線 15） 

 

 

 

２．３ 対策施設の状況調査 

 調査地内には公共工事等で行われたと考えられる対策工ではないため、建築基準上の許可

に関する書類（資料）等を確認し、その結果で評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 人家裏の擁壁 

３．危害のおそれのある土地等の設定 

現地調査結果に基づいて、危害のおそれのある土地等の区域の設定を行った。危害のおそれの

ある土地等の区域設定の際に計算される上下端からの距離は、土石等の流下方向として決定した。 

 

３．１ 計算に用いる土質定数 

現地調査によって当地区は第三紀層分布域であることが確

認できたことから、計算に用いる土質定数は基礎調査マニュ

アル（案）の第三紀層分布域の値を用いた。 

 

３．２ 明らかに土石等が到達しない範囲 

計算結果からは、危害のおそれのある土地等の区域は、下

端に接する平坦地および川を越えて区域設定される。 

川を越えて土石等が到達するとは考えにくいこ

とから、危害のおそれのある土地等の区域は川ま

でとした。 

 

３．３ 上端に隣接する土地の区域設定 

上端に隣接する土地の区域は 10ｍ以内となっ

ているが、当地区では尾根の上に開発が及ぶ可能

性はほとんどないことから、計算上は尾根を越え

擁壁位置が下端 

写真４ 泥岩の露頭 

急傾斜地 

写真５ 区域は写真右の斜面の尾根

にまで及ぶ 
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る場合についても、尾根までを区域として設定した。 

図３.１ 机上設定と区域設定結果 

△▲ 下端 
■ 上端 

□ 危害のおそれのある土地の区域 

□ 著しい危害のおそれのある土地の

区域 

□ 計算による区域設定結果 
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告示図書（案）（例） 
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区域調書（例）
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〈斜面下部の設定の事例〉 
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〈下部及び上部の複合斜面の事例〉 
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〈斜面下部の設定の事例〉 
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〈下部及び上部の複合斜面の事例〉 



巻末資料 8-58 

 

 


